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（講演要旨）
小学2年生の秋に

「みなさん、こんにちはー」と元気に明るく登壇した
石黒さん、事故のことを振り返って話し始めた。小学2
年生の秋、クラシックバレエの練習からの帰り道、突然
の雨で迎えに来た母の車に乗り込んだ直後、前方から
乗用車が激突。石黒さんはフロントガラスを顔で突き破
り、反動で車内へ戻された。救急搬送先の病院で顔面
を540針、口の中を260針も縫う7時間の大手術。か
ろうじて一命を取りとめたが、両眼網膜剥離で失明、両
耳は難聴、顔面は粉砕骨折、さらに記憶喪失、言葉も
失っていた。誰もが石黒さんの前途を悲観したが、た
だ一人、石黒さんの母だけは諦めなかった。赤ちゃんに
戻ったような娘に「この子は私のもとへ二度生まれてき
てくれた。だからもう一回一から子育てをやり直そう」
と思ったそうだ。病床につきっきりで「由美ちゃんはね、
小さいころから頭がよくて、とっても可愛かったんだよ」
と思い出話をいっぱいして元気づけた。すると奇跡的に
わずかに視力が戻り、眉間の奥に残っていた1㌢角のフ
ロントガラス片が大きなくしゃみとともに鼻から飛び出
した。顔のあちこちに残っていたガラス片も次々出て全
部とれた。

「夢ノート」に五輪出場
そんなころ病室のテレビでシンクロを見た石黒さん、

「ママ、これやりたい」。すると二つ返事で「由美ならや
れるよぉ」。「由美、オリンピックに出れる？」「由美なら
出れるよ」。その時、石黒さんに「シンクロでオリンピッ
クに出る」という夢が生まれた。事故前からやりたい事、
かなえたい夢を次々書いて、実現したら感謝の言葉を添
えて赤線で消していく「夢ノート」を作っていたが、そこ

講　演　被害者の声　夢をあきらめない
講 演 者：	石黒由美子さん（1983年生まれ、愛知県出身）

北京オリンピック2008シンクロナイズドスイミング日本代表、交通犯罪被害者
コーディネーター：	和氣みち子さん	被害者支援センターとちぎ事務局長、全国被害者支援ネットワーク理事、

栃木県人権施策推進審議会委員、交通犯罪被害者遺族

「オリンピック選手として一番見て頂きたかった」というお母さ
ん手作りの水着とともに話す石黒さん
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に「シンクロでオリンピックに出る」と書いた。事故の後
遺症による学習障害で平仮名さえちゃんと書けないの
に、これだけは立派に書いた娘に「何としてもシンクロ
をやらせてあげたい」と思ったお母さんは、プールの塩
素で失明する恐れがあることや観客に見られる競技と
あって「とても無理」と猛反対した周囲を押し切りシン
クロチームを探しだした。おかげで目標に向かってリハ
ビリにも熱が入り、半年後には退院にこぎつけた。
後遺症やいじめを乗り越え

退院後、普通学級に戻った石黒さんは入院中知らな
かった自分の悲惨な姿に気付かされる。事故の傷跡が
顔中に残り、両目はアンバランス、顔面麻痺。教科書は
ちゃんと読んでいるつもりでも斜めに飛ばし読み、九九
はできないなど学習障害もあり、「フランケン」（フラン
ケンシュタインの略）のあだ名でいじめられた。シンク
ロの練習でもまっすぐ泳げず、周りの人にすぐぶつかる
ため、端っこのコースしか使わせてもらえない。こんな
日々に、くじけそうになり、「もういやだ！」とシンクロを
休む時もあったが、お母さんは石黒さんの気持ちを認め
つつ、懸命に支えて前に向かせてくれた。

こうして「オリンピック出場」へ逆算し、20歳で五輪
に出るためには15、6歳で「こいつはすごい」と思われ
る選手になる目標を立てた。そこからは歩き方や飛び込

み方、顔の筋肉のトレーニングなど母に励まされながら
猛練習を積み重ね、高校3年で高校生全国大会に準優
勝、ジュニア日本代表入りを果たした。アテネ五輪選考
会には落ちたが、4年後の北京五輪で遂に夢を実現さ
せた。「北京で泳いだ8月22日は、何と母の誕生日なの
です」。
新たな夢へ向かって

幼稚園から高校までの教員免許を持つ石黒さんはい
ま、大学院で「中学生のいじめ問題」をテーマに研究し
ているが「フランケンと呼ばれていじめられた経験が生
きています」という。そして「いろんな辛い時にどうして
負けずにここまで生きてこられたのかと思えば、どんな
時も寄り添ってくれる一人がいた。世界の何万人が敵で
もママは由美の味方でいるから大丈夫、と寄り添ってく
れたから、元気が出たし、勇気が出たし、頑張れた。こ
れからは私が目の前の一人に寄り添っていく、そんな女
性になりたいと思っています」と明るく締めくくった。

エンディングに映し出された映像の中で、石黒さんは
もう一つの夢を語りかけた。FINA（国際水泳連盟）の
世界マスターズ選手権で世界一になること。「いくつに
なっても生涯現役で夢を追い続けていきたい。母がそう
してくれたように『信じること』の素晴らしさを伝えられ
る人間になります。私の生涯の夢がみつかりました」と。
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